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●
厳
し
い
経
済
見
通
し
の
中
、
本
年
度
予

算
は
前
年
度
を
〇
・
二
％
上
回
っ
て
い
る
。

歳
入
で
は
、
特
定
財
源
の
中
で
地
方
債
が

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
が
、
景
気
低
迷
の

中
で
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
や
む
を

得
な
い
手
段
と
考
え
る
。
な
お
、
財
源
確

保
の
観
点
か
ら
、
使
用
料
や
負
担
金
な
ど

の
受
益
者
負
担
の
見
直
し
と
併
せ
て
、
国

庫
補
助
金
あ
る
い
は
税
財
源
の
再
配
分
に

つ
い
て
、
積
極
的
に
国
へ
要
望
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。
現
状
の
財
政
難
を
乗
り

切
る
に
は
、
財
源
の
確
保
と
行
政
経
費
の

徹
底
し
た
削
減
に
努
め
、
更
に
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
考
え
方
を
一
層

取
り
入
れ
た
予
算
編
成
を
重
視
し
つ
つ
、

今
後
と
も
市
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
す
る

こ
と
を
要
望
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

●１５年度各会計の予算規模
対前年度
伸率（％）予　算　額（円）会　計　名

０.２２３０億５,０００万一 般 会 計
５.４５８億６,０００万国民健康保険事業

特 
別 
会 
計

△１０.４３２億７,０００万老人保健医療事業
２.９３８億５,０００万下 水 道 事 業

８.９１７億２,０００万深谷中央特定土地
区 画 整 理 事 業

０.５１８億３,０００万介 護 保 険 事 業
１.１１６５億３,０００万計
０.６３９５億８,０００万合　　計
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賛　
成

　

平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
三
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が
さ

れ
、
五
人
の
議
員
が
賛
成
意
見
を
、
一
人
の
議
員
が
反
対
意
見
を
述

べ
ま
し
た
が
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一般会計予算は 230 億 5千万円に一般会計予算は 230 億 5千万円に
前年度より 0.2％の増前年度より 0.2％の増

●
日
本
経
済
は
、
か
つ
て
経
験
の
な
い
経

済
危
機
に
陥
っ
て
お
り
、
厳
し
い
経
済
・

社
会
環
境
の
中
で
、本
市
の
市
税
収
入
は
、

対
前
年
度
比
四
億
五
千
七
百
六
十
二
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
る
。
県
に
対
し
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
税
配
分
の
是
正
を

求
め
る
な
ど
財
源
の
確
保
に
努
力
願
い
た

い
。
歳
出
で
は
、
小
児
医
療
費
助
成
事
業

に
お
け
る
対
象
年
齢
の
未
就
学
児
ま
で
の

拡
大
を
は
じ
め
、
電
子
会
議
室
の
開
設
や

小
・
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
の
整
備

な
ど
Ｉ
Ｔ
社
会
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
市
民
活
動
推
進

条
例
の
制
定
や
こ
ど
も
防
災
大
学
の
開
校

な
ど
、財
政
事
情
の
決
し
て
よ
く
な
い
中
、

市
民
生
活
向
上
の
た
め
の
創
意
工
夫
を
高

く
評
価
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

面
で
は
、
寺
尾
南
自
治
会
館
の
建
設
、
良

好
な
都
市
環
境
を
提
供
す
る
（
仮
称
）
北

部
地
域
公
園
の
実
施
設
計
な
ど
、
ま
た
、

ソ
フ
ト
面
で
は
、
二
十
四
時
間
体
制
に
よ

る
小
児
救
急
医
療
の
実
施
、
第
二
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
調
理
業
務
の
民
間
委
託
な
ど

各
般
に
わ
た
り
意
が
注
が
れ
て
い
る
。
厳

選
し
た
施
策
を
有
効
か
つ
効
率
的
に
実
現

す
る
こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

●
本
予
算
は
、
新
時
代
あ
や
せ
プ
ラ
ン　
２１

の
各
事
業
の
着
実
な
推
進
が
編
成
の
随
所

に
う
か
が
え
る
。
最
重
要
施
策
で
あ
る
タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
事
業
の
進
ち
ょ
く
に
よ
り
、

大
型
商
業
施
設
な
ど
の
都
市
機
能
も
充
実

し
つ
つ
あ
る
。
新
規
に
未
就
学
児
ま
で
対

象
を
拡
大
し
た
小
児
医
療
費
助
成
事
業
や

小
児
救
急
二
十
四
時
間
体
制
の
充
実
確
保

は
、
子
育
て
支
援
の
大
き
な
力
に
な
る
も

と
評
価
す
る
。
ま
た
、
福
祉
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
策
定
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

重
要
な
指
針
で
あ
り
、
地
域
福
祉
計
画
の

策
定
で
は
、
市
民
参
画
の
手
法
に
期
待
し

て
い
る
。
東
名
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置

事
業
は
、
的
確
な
情
報
提
供
に
努
め
、
市

民
の
合
意
形
成
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
を

要
望
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

●
景
気
低
迷
に
よ
る
所
得
の
減
少
に
よ
り

歳
入
は
、
前
年
度
に
比
べ
市
民
税
が
四
・

四
％
減
、
法
人
税
が
八
・
八
％
減
、
固
定

資
産
税
が
三
・
五
％
減
す
る
見
込
み
の
中
、

国
庫
支
出
金
に
お
い
て
二
二
・
五
％
の
増

を
見
込
み
、
総
額
で
〇
・
二
％
増
の
二
百

三
十
億
五
千
万
円
の
予
算
規
模
が
確
保
で

き
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
歳
出
の
ハ
ー
ド

●
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
収
入
は
、
長

引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
前
年
度
と
比
較
し

て
大
幅
な
減
少
を
見
込
ん
だ
が
、
国
庫
支

出
金
な
ど
特
定
財
源
の
確
保
に
よ
り
、
前

年
度
以
上
の
予
算
規
模
を
確
保
し
た
こ
と

は
、
各
市
が
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
予
算
を

計
上
す
る
中
、
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

新
規
事
業
で
は
、
市
内
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー

●歳入230億5,000万円�

●歳出230億5,000万円�

市税　115億6,644万円(50.2%)
国庫支出金　28億8,531万円(12.5%)

市債　24億680万円(10.4%)
地方交付税　9億6,000万円(4.2%)

国有提供施設等所在市町村助成交付金等�
　　　　　　　　　　9億2,000万円(4.0%)

諸収入　8億3,002万円(3.6%)
県支出金　6億9,029万円(3.0%)
地方消費税交付金　6億5,000万円(2.8%)

その他　21億4,114万円(9.3%)

土木費　55億6,899万円(24.2%)
民生費　46億1,830万円(20.0%)

教育費　32億492万円(13.9%)
総務費　30億1,739万円(13.1%)

衛生費　23億1,788万円(10.0%)
公債費　19億541万円(8.3%)
消防費　11億2,819万円(4.9%)
商工費　6億1,741万円(2.7%)
議会費　2億9,572万円(1.3%)
労働費　1億5,224万円(0.7%)

農林水産業費　1億4,855万円(0.6%)
その他　7,500万円(0.3%)

●
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
い
て
は
、

中
心
核
の
商
業
施
設
に
よ
り
便
利
に
な
る

反
面
、
既
存
の
商
店
に
は
不
安
感
が
広
が

っ
て
い
る
。
ま
た
、
す
ぐ
に
通
る
こ
と
が

で
き
な
い
橋
や
中
央
緑
道
の
ト
ン
ネ
ル
計

画
は
再
考
し
、
第
十
一
小
学
校
計
画
を
中

止
す
る
な
ど
、
事
業
の
見
直
し
を
す
る
必

要
が
あ
る
。
市
は
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え

る
と
い
い
な
が
ら
、
老
人
医
療
費
助
成
制

度
を
は
じ
め
高
齢
者
施
策
を
次
々
と
切
り

捨
て
て
い
る
。
一
方
、
安
易
な
学
校
給
食

の
民
間
委
託
や
住
民
の
声
が
届
い
て
い
な

い
東
名
イ
ン
タ
ー
の
誘
致
は
、
市
民
の
目

線
に
立
ち
返
り
再
考
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

以
上
、
税
金
の
使
い
方
が
地
方
自
治
体
と

し
て
最
も
大
切
に
す
べ
き
、福
祉
、教
育
、

く
ら
し
優
先
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
福
祉
の

た
め
に
福
祉
を
削
る
と
い
う
矛
盾
な
ど
の

点
で
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。
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一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

一般会計予算の内訳
ク
事
業
、
県
内
の
市
で
初
の
未
就
学
児
ま

で
の
小
児
医
療
費
の
助
成
、
小
児
救
急
医

療
の
二
十
四
時
間
体
制
の
確
保
、
精
神
障

害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な

ど
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
施
策
が
数
多

く
計
上
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
目
線
で
市

民
の
期
待
に
こ
た
え
る
市
政
運
営
と
市
の

更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
、
全
力
を
傾
注
し

た
予
算
と
確
信
し
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

４月１６日に一部開通した「城山こみち」。四季折々の花が楽し
める至福の散歩道です。平成１７年３月には城山公園と市民スポ
ーツセンターを結ぶ緑道として完成する予定です
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１５１５年度の主な事業年度の主な事業

●土木費
　　　　　・公園用地取得事業 ６億８，６４７万円
　　　　　・公園整備事業 ４億８，０７３万円
　　　　　・道路維持補修事業 ３億４，２５８万円
　　　　　・市道用地取得事業 ３億１，０３７万円
　　　　　・市道新設改良舗装整備事業 ２億５，５５２万円

●民生費
　　　　　・保育事業 ３億７，３７７万円
　　　　　・施設訓練等支援費支給事業 ３億 ３６５万円
　　　　　・児童手当支給事業  　  ２億８，７２１万円
　　　　　・母子福祉事業 ２億４，５２６万円
　　　　　・小児医療費助成事業  １億   ８１８万円

●教育費
　　　　　・市民文化センター施設改修事業
 ４億　５７０万円
　　　　　・学校施設整備事業 ２億７，５６６万円
　　　　　・学校施設管理工事事業 ２億４，６７２万円
　　　　　・幼稚園等就園奨励費補助金 　 ８，７７５万円
　　　　　・学校給食業務事業  ４，８５９万円

●総務費
　　　　　・テレビジョン共同受信施設設置事業
　　　　　 １億５，６４６万円
　　　　　・自治会館整備事業 ９，０７４万円

　　　　　●衛生費
　　　　　・高座清掃施設組合経費 ９億５，０９３万円
　　　　　・塵芥減量化対策管理経費 １億８，４６６万円
　　　　　・基本健康診査事業 １億５，３６２万円
　　　　　・広域大和斎場組合負担金 ９，７２８万円

●消防費
　　　　　・車両購入事業 ４，９９８万円
　　　　　・消防団活動経費  ３，２７２万円

●商工費
　　　　　・経営安定特別資金預託金 ３億５，０００万円
　　　　　・商工業小口事業資金預託金
 　１億　１５４万円

●労働費
　　　　　・勤労者総合資金預託金 ９，５００万円
　　　　　・勤労者生活資金預託金 ４，５００万円

●農林水産業費
　　　　　・畜産振興対策事業　  １，３９０万円
　　　　　・農業用水施設維持管理経費 １，０６７万円


